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本ガイドラインは、次の事項は目的とし
ていない。 

  画一性を促進すること、創造性を抑圧するこ
と、または著者が本チェックリストのすべての
項目を厳格に守るよう奨励すること。本チェッ
クリストの項目の中には、必ずしもすべての
研究に当てはまらないものもある。また、本
チェックリストの項目の中には、表や図の
説明またはフローチャートとして示すことが
できるものもある（例：実験に用いた動物
の数、ならびに評価や解析に用いた動物の
数）。

  研究の計画および研究の実施のための指針と
すること。しかし、本チェックリストの項目の
中には、たとえば、無作為な群分け、盲検化
および比較対照群の利用などのように、実験
を立案する際に有用であると考えられるもの
もある。なぜなら、そのような項目を利用する
ことによって、先入観のリスクを軽減し、研究
の頑健性を増大させることができるからであ
る。

本ガイドラインの対象者は？ 

  初心者から経験豊富な著者 
  学術雑誌の編集者
  査読者
  資金提供機関

本ガイドラインはどのような研究分野に
適用されるか？

  本ガイドラインは、2群以上の実験群を比較
する比較対照研究に最適であろう。そのよう
な研究においては、1群またはそれ以上の群が
対照群として設定されると考えられる。また
本ガイドラインは、異なる用量の薬剤の作用
を比較する研究、または、同一の動物を対照
動物として使用する場合（個体内比較動物実
験）にも適用される。

  大部分の推奨事項は、対照群を含まない研究
にも適用される。

  本ガイドラインは、実験動物を使用する生物
科学研究のいかなる領域にも適している。

本ガイドラインはどのように活用すべき
か？

本ガイドラインは、公表を意図した原稿を作成ま
たは査読する人たちのためにチェックリストを提
供する。
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資金提供 

本報告ガイドラインプロジェクトは、研究におけ
る動物を用いない代替法への置換、動物に対す
る苦痛の軽減、および動物数の削減のための英
国国家センター（NC3Rs）の資金提供を受け
た。

本ガイドラインは、次の事項を目的とす
る。

  動物を使用した研究の報告を改善するこ
と。

  原稿に含めるべき必須情報に関して著者を
指導すること、ただし絶対的規範とはしな
い。

  柔軟性をもって、広範囲な研究領域および
実験プロトコールの報告に対応すること。

  再現性のある、透明性のある、正確な、包括
的な、簡潔な、論理的に整った、そしてよくま
とまった原稿作成を推進すること。

   より広い科学コミュニティーへの研究結果の
伝達を強化すること。 
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ARRIVE（動物実験：In Vivo実験の報告）ガイドラインは、動物を使用した研究の計画、解析、および報告を改善するために、英国3Rsセンター
（NC3Rs）の活動の一環として作成された。その目的とするところは、公表された情報を最大限生かし、かつ不必要な研究を最小限にすることで
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住居および飼養 9 次の項目に関する詳細情報を記載すること。

a. 住居（施設のタイプ：例：特定病原体フリー（SPF）；ケージまたは住居のタイプ；床敷の
材料；同一ケージ内の動物数；魚類用水槽の形状および材質等)

b. 飼養条件（例：繁殖プログラム、明暗サイクル、温度、魚類のための水質等、飼料のタイ
プ、給餌・給水方法、環境エンリッチメント）

c. 実験前、実験中、または実験後に実施された、福祉に関連する評価および介入

サンプルサイズ 10 a. 実験において使用した動物の総数、および実験群における動物の数を明確に記載するこ
と。

b. サンプルサイズを算出するための詳細情報を含め、どのようにして動物数を決定したか説
明すること。

c. 該当する場合は、実験を何回に分けて実施したか明示すること。

実験群への動物の振り分け 11 a. どのようにして動物を実験群に振り分けたか詳細に記載すること（該当する場合は、無作
為な群分けまたは群のマッチングを含む）。

b. 異なる実験群の動物の処置や評価を実施した順序を記載すること。

実験の帰結 12 評価した主たる実験の帰結および副次的な実験の帰結（例：細胞死、分子マーカー、行動の
変化）を明確に示すこと。

統計学的方法 13 a. 解析に利用した統計学的方法を詳細に記載すること。

b. 統計処理したデータセットに関して、解析単位を明確に記載すること（例：1匹の動物、
1群の動物、1個の神経細胞）。

c. データが統計学的手法の前提を満たしているか否かを評価するために利用した方法を記
載すること。

結果

基本データ 14 実験群に関して、処置または実験の前の、関連する動物の特性および健康状態を報告する
こと（例：体重、微生物学的状態、ならびに投薬を受けていないことまたは実験に使われて
いないこと）。（これらの情報は、多くの場合、表にすることができる。)

解析した数 15 a. 解析に使用した各群における動物の数を報告すること。絶対数を報告すること。
（例：10/20；50%は不可2。）

b. 解析に含まれていない動物またはデータが存在する場合には、その理由を説明するこ
と。

結果および評価 16 実施した解析の結果を精度とともに報告すること（例：標準誤差または信頼区間）。

有害な事象 17 a. 重要な有害事象について詳細に記載すること。

b. 有害事象を減少させるためになされた実験プロトコールの修正について記載すること。

考察

解釈/科学的含意 18 a. 研究の目的および仮説、最新の理論ならびに関連する研究成果（文献）を考慮に入れな
がら結果を解釈すること。

b. 研究の限界（可能性のある先入観の原因、動物モデルの限界、および結果に関連する不
正確さ2を含む）について意見を記述すること。

c. 研究における動物を用いない代替法への置換、動物に対する苦痛の軽減、もしくは動物
数の削減（3Rs）に関して、当該実験方法または実験結果の意味するところについて記載す
ること。

一般化の可能性/
外挿

19 ヒトとの関連性を含めて、当該研究の知見を他の動物種または他の器官・器官系に外挿する
ことができるか否か、およびどのようにして外挿することができるかについて意見を記述す
ること。

資金調達 20 当該研究におけるすべての資金源（助成金番号を含む）を列挙し、すべての資金提供者の役
割を記載すること。
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項目 推奨

標題 1 論文の内容をできるかぎり正確かつ簡潔に記載すること。

要旨 2 背景、研究の目的（使用した動物種および系統の詳細を含む）、主たる方法、主要な知見、
ならびに研究の結論を正確に要約すること。

緒言

背景 3 a. 研究の動機および状況が理解できるように、十分な科学的背景（先行研究に関連する
参考文献を含む）を含めること、かつ実験の方法および実験の論理的根拠を説明するこ
と。

b. 使用する動物種および動物モデルがなぜ、どのようにして科学的目的を達成することが
できるのか、また必要に応じて、当該研究とヒトとの関連について説明すること。

目的 4 当該研究の主目的および副次的目的、ならびに検証しようとする仮説について明確に記載
すること。

方法

倫理的陳述 5 当該研究にかかわる、倫理的審査に関する許可の種類、関連する免許（例：動物（科学実
験）法1986）、および動物のケアと使用に関する国または機関のガイドラインを明示する
こと。

研究計画 6 それぞれの実験について、次の項目を含む研究計画の詳細を簡潔に記載すること。

a. 実験群および対照群の数 

b. 動物に処置を割り振る際（例：無作為な群分け）および結果を評価する際（例：盲検を
実施した場合は、誰がいつ盲検を実施したか）に執られた、主観的な先入観による影響を
最小限にするための措置

c. 実験単位（例：1匹の動物、1群の動物、または1ケージ内のすべての動物）

どのようにして複雑な研究計画を実施したかを示すためには、時系列表またはフローチャ
ートが有用であろう。

実験処置 7 実験および実験群（対照を含む）に関して、実施したすべての処置について正確かつ詳細
に記載すること。 

たとえば、

a. どのように（例：薬剤の処方と用量、投与の部位と経路、使用した麻酔薬および鎮痛薬
（薬物の効果を確認する方法を含む）、外科処置、安楽死法）
 使用した特別な機器の詳細情報（供給業者を含む）を記載すること。

b. いつ（例：時刻）

c. どこで（例：ホームケージ、実験室、水迷路）

d. なぜ（例：使用した麻酔薬、投与経路、薬剤の用量などを選択した根拠）

実験動物 8 a. 使用した動物の詳細情報（種、系統、性別、発育段階（例：齢の平均値または中央値お
よび齢の幅）、および体重（例：体重の平均値または中央値および体重の幅）を含む）を記
載すること。

b. 関連情報を記載すること。たとえば、動物の供給元、国際的系統名、遺伝子改変の状態
（例：ノックアウトまたはトランスジェニック）、遺伝子型、健康および免疫状態、投薬を
受けていないことまたは実験に使われていないこと、以前に行われた処置等。

 


